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皆さん、日本のように、
水道水をそのまま飲める国が世界中にどのくらいあるか？

知ってますか？

答えは、
右図のように、
たったの 9カ国

それだけ、
日本の水道は 素晴らしい！

今回は、

その水道事業について



水道とは？ どうなっているかわかりますか？

水道施設は
右図のように
多くの施設に
分かれてます

受水 浄水 送水・配水 給水

水源から取水して、
浄水場で浄水し、
給水施設から家庭へ



福島県の水道の種類
一口に「水道」 といっても
たくさんの種類があります。

右図の様に分類されますが、
いわゆる

「上水道」 は赤の囲み

上水道事業

県南地域では、
西白河は各市町村の水源に加え、
広域組合水道用水供給事業が
各自治体水道事業に
水道用水を供給

東白川は
各自治体での簡易水道が多い



福島県の水道普及率

県南では、
鮫川、塙、泉崎で
普及率が低い



福島県の水道

鮫川、塙、矢祭の町村は、白河広域組合からの浄水受水は行わず、
各自治体で水源を確保して、浄水している



福島県の水道

県南の水源は、
上水道では、浄水と地下水が半々
簡易水道では、浄水 が多い



県南地域の水道事業

県南の水道では、
西白河郡は上水道による供給が多いが、
東白川郡では簡易水道、専用水道が多い

西白河郡の上水道水源は、
堀川ダムからの取水→浄水が中心で、

東白川郡の上水道、簡易水道では、
地下水(井戸より）、湧水が多い

地表水と地下水が半々



水道事業の課題・問題点
福島県・県南地域の 福島県

県南

・水道事業職員数の減少 ⇒右グラフ
・管路の老朽化が進行
→ 敷設後40年を超えた管路が約14％

・管路の更新が進んでない
・基幹施設の老朽化が進行
→ 水源、浄水場、配水池等

・管路の耐震化率が低い
→ 県内の耐震化率は4.6％

・施設の耐震化率が低い(特に簡易水道）
・水安全計画の策定が遅れている
・施設の点検・清掃が計画的に実施されてない
→ 人員不足に伴う

・危機管理計画の策定が遅れている
・応援協定が結ばれてない事業体がある



管路延長が大きいほど、
職員一人当たりの仕事量が多いことになる

人材不足となり、細かい業務が困難に

県南地域では、
２０％の水道事業所で
危機管理マニュアルができてない

危機管理体制の構築を
水道事業の課題・問題点



多くの課題についての対応は、かなり困難ものもあると考えますが、

想定している 対応策・・、水道の未来は？

職員等の人材不足について
・適材適所な人員配置の検討
・広域連携・官民連携による人員不足の解消に関する検討
・職員研修制度の充実

施設等の老朽化について
・水道施設更新計画の策定・実行
・耐震化や劣化状況を踏まえた管路、施設の更新計画の策定・実行
・長期計画の策定及び定期的な見直し

危機管理について
・危機管理計画・マニュアルの策定及び定期的な更新
・応援協定の締結の推進、拡充
・応急給水体制や資機材確保の充実
・BCP(事業継続計画）の策定



多くの問題を抱える水道事業に対して、国が推進しようとしている施策は、

広域化と民営化

広域化

人材不足、収入の減少、
老朽化等に対応するために

民営化

２０１８年に水道法が改正され、水道事業に
民間企業も参入できるようになった・・が、
まだ、ハードルは高いようだ



福島県が考える水道事業の現状と今後の方向性

福島水道ビジョン
２０２０ より



終わりに

水は、人間の生命の源、
私たちの生活になくてはならないものです。

その水を私たちに供給している水道事業は現在、
多くの問題を抱えて、事業存続の岐路に立たされています。

このような水道の危機的状況を、皆さんにも知って頂き、
どうしたら今後も、安定して水が飲めるか？

使えるか？ を

皆さんにも、
考えて頂きたい と思います。


